








その他のタイトル <Articles>The Identity of Sea Nomads as seen





































































































































































































ていた主な港湾の大まかな位置について、地図上に示したのが図 3である O 実際には、彼らは
これらの港湾の付近に散在するかたちで船を停泊させており、ここでは、拠点となった港湾が
表中華民国期の九龍江下流における連家船の数@
流伝漁船封 ① 7 
。 O 7 
石美漁船常 ② 44 26 O 70 
海檎漁船暫 ③ 不明 不明 不明 不明
lや港漁船耕 ④ 10 。 O 10 
浮宮漁船斜 ⑤ 5 16 O 21 
海澄漁船割 ⑥ 7 4 7 18 
飽海橋漁船割 ⑦ 7 20 。 27 
福河漁船割 ③ 34 。 O 34 
洲頭漁船脅す 9 34 O 43 















































































































































































































































































































































れて離船の上に載せ、そのままS漁業社区まで戻る O すなわち、 S漁業社区の厄公を代表する水
仙王と婚祖が外海附近まで出向き、江玉に請うて龍船の上、ひいてはS漁業社区のなかに来ても





































































































































































ところで、 S漁業社区の人々は、 3年に1回、この端午節の期間に王船とi呼ばれる船を準備する O
これは、紙や竹を用いて作られた紙製の船で、長さ4mほど、中高はもっとも大きな部分で、1m80cm
ほどの大きさの船で、紬先には水神として知られる龍王の顔が描かれ、龍王の玉や刀がつけら













































































































































ている[羽原 1963 : 2-3] 0 
2) I孜陽 1998 98ページを参照。
3)中国における水上生活者たちをとりまく被差別の歴史については、広東省民族研究所 2001、





















































































































































期になると市場に多くでまわるようになる O 中国の一般的な端午節と同械、 S漁業社区の
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